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常務取締役

管理本部長

杉山 幸右



２００５年３月期 中間決算報告

連結業績

連結貸借対照表

連結キャッシュフロー

単独業績
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連結業績

60.2%

51.9%

43.6%

+10.5%

+18.4%

+14.2%

対前年同期比

伸び率

生産台数 1.8万台増646億円546億円完成車事業

国内生産 増 54.6億円
北米生産 減 △6.8億円
ｱｼﾞｱ生産 増 16.7億円

682億円617億円部品事業

－
15.7億円

(1.2%)
9.8億円

(0.8%)
当期純利益
（対売上高比率）

為替差損の減

関連会社持分利益の減

30.7億円
(2.3%)

20.2億円
(1.7%)

経常利益
（対売上高比率）

・国内及びｱｼﾞｱ地域における売上高
の増加に伴う利益の増 +13.0億円

・北米地域における売上減少に伴う利
益の減 △4.1億円

29.4億円
(2.2%)

20.5億円
(1.8%)

営業利益
（対売上高比率）

－1,328億円1,163億円売上高

コメント2004年9月2003年9月
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２００４年９月期 経常利益変化(連結ベース)

20.2

30.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

2003年9月期 2004年9月期

売上変化及
び構成差

販管費減 為替影響

換算差 -1.7
為替差損減

+1.7

営業外他

コストダウン+3.6

+0.9 0 -0.2

+6.2

１，１６３．３

（億円）

完成車事業 545.8 646.5

部品事業 617.5                                                           682.0

売上高 １，３２８．５＋１６５．２
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完成車事業概況（連結ベース）

2003年9月 2004年9月 対前年同期比

伸び率

連結売上高 546億円 646億円 +18.4%

売上高

2003年9月 2004年9月 対前年同期比

伸び率

生産台数合計 8.6万台 10.4万台 +21.1%

+55.8%

-7.9%

ライフ 3.9万台 6.1万台

アクティ 4.7万台 4.3万台

生産台数
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部品事業概況（連結ベース）

2003年9月 2004年9月 対前年同期比

伸び率

連結売上高 617億円 682億円 +10.5%

売上高

国内／海外区分 部品別区分

0

100

200

300

400

500

600

700

03年9月期 04年9月期

海外

202億円

国内

415億円

213億円

469億円

（売上高）

0

100

200

300

400

500

600

700

03年9月期 04年9月期

その他

補修パーツ
サンルーフ

板金部品

燃料タンク

37億円

35億円
32億円

258億円

135億円

51億円

38億円
37億円

294億円

139億円

（売上高）

２輪123億円
120億円
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連結貸借対照表

利益、減価償却費により減少-2.1%326億円333億円有利子負債

+6.0%

-1.3%

対前期末比

伸び率

利益剰余金の増 14.2億円
有価証券評価差額金の増 2.5億円
為替換算調整勘定 △1.3億円

275億円259億円株主資本

現金及び預金の増 26.1億円
売掛金の減(主に完成車事業) △25.8億円
有形固定資産の減 △23.0億円

1,035億円1,049億円総資産

コメント2004年9月2004年3月

－+65円1,143円1,078円
1株当り
株主資本

+1.8P －26.5%24.7%株主資本比率
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連結キャッシュフロー
（億円）

26.3

税金等調整前純利益＋28.2

減価償却費 ＋42.9

売上債権の減少 ＋25.2

仕入債務の減少 △20.0

法人税等の支払額 △10.5

その他 △ 0.8

有形固定資産の取得 △29.3

その他 ＋ 1.5

△27.865.0100

53.8△9.2
50

短期借入金の増加 ＋15.0

長期借入金の減少 △12.5

社債の償還 △10.0

その他 △ 1.7

0

2004年3月
残高

2004年9月
残高

営業活動 投資活動 財務活動
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単独業績

168.1%

+180.2%

+662.7%

+18.3%

対前年同期比

伸び率

－
6.9億円
（0.6%）

2.6億円
（0.3%）

当期純利益
（対売上高比率）

営業利益の増
12.9億円
（1.2%）

4.6億円
（0.5%）

経常利益
（対売上高比率）

完成車事業及び部品事業における

売上高の増加に伴う利益の増

12.5億円
（1.2%）

1.6億円
（0.2%）

営業利益
（対売上高比率）

完成車事業 ＋101億円
部品事業 ＋ 66億円1,082億円915億円売上高

コメント2004年9月2003年9月

-8.0%

+3.1%

-4.6%

238億円259億円有利子負債

利益剰余金の増 5.4億円
有価証券評価差額金の増 2.5億円261億円253億円株主資本

主として売掛金及び有形固定資産の
減少819億円858億円総資産

利益、減価償却費により減少

対前期末比

伸び率
コメント2004年9月2004年3月
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２００４年９月期 経常利益変化(単独ベース)

９１５．２ １，０８２．５売上高

完成車事業 545.8                                                           646.5

部品事業 369.4                                                           436.0

生産台数 550.4千台 600.2千台
内、完成車事業 (85,7千台) (103.8千台)

＋１６７．３

4.6

12.9

0.0

10.0

20.0

2003年9月期 2004年9月期

売上変化及
び構成差

販管費減

営業外他

配当金減少

コストダウン

+6.2

+0.5

-2.6
+4.2

（億円）

為替影響

0



２００５年３月期 決算予想
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２００５年３月期 連結業績 (予想)

2004年3月期
実績

2005年3月期
予想

対前年比

伸び率

2005年3月期
期初対発(5/7)

+9.3% 2,630億円

46.0億円
（1.7%）

45.0億円
（1.7%）

23.0億円
（0.9%）

+51.0%

+57.6%

+77.5%

売上高 2,497億円 2,730億円

営業利益
（対売上高比率）

39.1億円
（1.6%）

59.0億円
（2.2%）

経常利益
（対売上高比率）

38.1億円
（1.5%）

60.0億円
（2.2%）

当期純利益
（対売上高比率）

17.5億円
（0.7%）

31.0億円
（1.1%）
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売上高変化 （2005年3月期計画・連結ベース）

1,246 1,338

1,251

1,392

2,730
2,497

0

1,000

2,000

3,000

04年3月期 05年3月期

完成車事業 部品事業

（単位：億円）

計画実績

＋９２億

（７％ＵＰ）

＋１４１億

(１１％ＵＰ）

＋２３３億

（９％ＵＰ）
部品事業 ＋141

・国内生産 +114

・北米生産 -5

・その他(アジア) + 32 

完成事業 ＋92
・台数増 +114        

(+17.7千台)

・モデルミックス -22

完成車事業

部品事業

ポイント
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２００５年３月期 経常利益変化(連結ベース)

60.0

38.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

2004年3月期 2005年3月期

売上変化及
び構成差

販管費減

コストダウン
+5.2

+2.6 -0.6

+15.2

２，４９６．９

（億円）

完成車事業 1,246.3                                                         1,338.1

部品事業 1,250.6                                                         1,391.9

売上高 ２，７３０．０

営業外為替影響

換算差 -3.1
為替差損減

+2.6

-0.4

＋２３３．１
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代表取締役社長

大竹 茂



第８次中期経営計画の進捗状況と
今期見通し

（（20022002年年44月月11日～日～20052005年年33月月3131日）日）
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第８次中期経営計画の位置づけ

第8次中期計画
2002/4～2005/3

生産活動を通じ

企業価値の継続的拡大を図り、

世の中に存在を期待される

企業となる。

第8次中期計画のビジョン

お客様の満足のために

卓越した技術と

特長ある製品を供給する

提案型サプライヤー

長期ビジョン

◆部品事業

部品事業の生産体質を強化し、

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ競争の中で生き残れる

体質を作る。

◆完成車事業

軽で圧倒的な競争力ある生産

体質を構築する。

◆部品事業

ﾌｭｰｴﾙｼｽﾃﾑ・ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄﾒｰｶｰへ

ｻﾝﾙｰﾌの世界ﾄｯﾌﾟ3ﾒｰｶｰへ

◆完成車事業

車体骨格部品の設計から生産

まで提案できる製造メーカーへの

展開
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第８次中期経営計画のフレームワーク

全社方針全社方針

完成車事業は軽として圧倒的な競争力ある生産体質を構築

部品事業の収益力を強化し、グローバル競争の中で生き残る体質を構築

お客様視点で信頼性の高い品質保証体制の確立

競争力ある生産体質を構築し、収益力の強化を図る

完成車事業 部品事業

収益性向上

事業規模の拡大
① 基幹部品事業の拡大

② 海外拠点の拡充

③ 販路の拡大

燃料タンク ： 樹脂タンクの量的拡大とエバポ

規制強化への対応技術開発

サンルーフ ： ラインナップの充実とコスト削減

補修パーツ：事業規模の拡大

生産能力アップ

コスト削減

① フレキシブルラインの導入

② 塗装工程の効率化 （直行率アップ）

③ 組立工数の低減（サブラインの設置）
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第8次中期実績見通レビュー 売上高・収益（連結ベース）

2,730

2,182

2,497

2,255

39 38

60

20 17

31
45

19

1,500

1,700

1,900

2,100

2,300

2,500

2,700

2,900

2002年3月期 2003年3月期 2004年3月期 2005年3月期

0

20

40

60

80

100
売上(実績/見込) 経常(実績/見込) 純利益(実績/見込) （単位：億円）

今回予想

(1.8%) (2.0%) (1.5%)

(2.2%)

(0.9%) (0.8%) (0.7%)

(1.1%)

売上高、利益とも過去最高を見込む

売上高 ２５％増(2002/3月期比) 利益 ５２％増(2002/3月期比)
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第8次中期実績見通レビュー 設備投資状況

22

30

31

9

48

8

21

3537
30

30

53

60

118
115

61

75

88
92

81

0

50

100

150

02年3月期 03年3月期 04年3月期 05年3月期

海外投資 国内(部品) 国内(完成車) 償却費

生産基盤づくり（能力／規模拡大）は実施できた

完成車事業 １０９億円・生産能力拡大／効率向上 ８３

・合理化 ７

・新機種 ７

・更新 １２

部品事業 １８４億円・事業規模拡大 ５９

国内 91          ～PFT      36

海外 93 ～プレス 8

～ｱﾗﾊﾞﾏ 9

～合志(2R)  6

・合理化 １５

～塗装体改 13

～その他 2

・新機種（金型） ９０

・更新 ２０

３ヵ年累計投資 ２９３億円

（単位：億円）
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第8次中期実績見通レビュー 完成車事業部門状況

組立台数推移

10.8 9.9
13.0

9.7
8.9

8.2

10.3

9.1

0.2

0

5

10

15

20

25

02年3月期 03年3月期 04年3月期 05年3月期（予）

アクティ

ライフ

（単位：万台）

21.2
18.8 19.4

売上高

20.7

1,251 1,246
1,135

1,338

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

02年3月期 03年3月期 04年3月期 05年3月期

体質改革開始
体改・能拡工事完
新型ライフ立上げ

大幅な「生産能力の拡大」と「生産効率の向上」を実
現したライン構築が終了した

（単位：億円）
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第8次中期実績見通レビュー 部品事業部門状況

5 62
133 164186

218

265 260

740

840

854

968

931

1,120

1,251
1,392

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

02年3月期 03年3月期 04年3月期 05年3月期

アジア・中国 北米 国内

海外

国内

売上高

国内／海外区分

(予)

（単位：億円）

ｱﾗﾊﾞﾏ工場
稼動

合志技研
子会社化

大型プレス導入
樹脂タンク増量

北米樹脂ﾀﾝｸ
2号機導入

ｱﾗﾊﾞﾏ能拡

中国樹脂ﾀﾝｸ
工場稼動

グローバルでの競争力ある生産体質の構築

国内樹脂ﾀﾝｸ
3号機導入

５０％ＵＰ

（02年3月比)
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第8次中期実績見通レビュー 部品事業部門状況

223 248 265 290

433
505 535

593

59

64
66

78

69
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34

135
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263

113

100

73

99

931

1,120
1,251

1,392

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

02年3月期 03年3月期 04年3月期 05年3月期

その他

補修パーツ

サンルーフ ＋１９

板金部品＋１６０
アラバマ＋４０

台数増Ｍ／ＭＩＸ

＋１２０

燃料タンク＋６７
ＰＦＴ＋１００

ＳＦＴ －３３

２輪 ＋２２９

売上高

部品別区分

(予)

（単位：億円）

樹脂燃料タンクビジネスの拡大

二輪・汎用ビジネスへの参入
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52.8%

42.3%
45.7%

49.2%

64.3%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

02年3月期 03年3月期 04年3月期 05年3月期（予） 年度末体質

第8次中期計画

拠点 03年
3月期

04年
3月期

05年
3月期

第8次
中期計画末

生産能力

（年間）

柏原 35万台

亀山 40万台

北
米

USY 80万台

中
国

YZM 20万台

ア
ジ
ア

タイ 20万台

日
本

中

中

中

大

大

15万台

大

エリア別の樹脂タンク生産能力拡大計画

195万台 に拡大！

グローバル拠点拡大にて成長市場の足場づくり

1258

1803

ホンダ鉄製タンクホンダ鉄製タンク

ホンダ樹脂製タンクホンダ樹脂製タンク

当社樹脂製タンク当社樹脂製タンク

（単位：千台）

当社樹脂製タンクシェア当社樹脂製タンクシェア

累計投資 ９５億円

売上高 ２７０億円／年

稼働率 ９２％

年間生産能力
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ホンダ燃料タンク生産の動向

生産規模拡大し樹脂タンク比率も拡大 ホンタ゛世界 燃料タンク生産比率
（単位：％）

38%
62%

38%
62%

北米

中国

ア太

日本

軽自動車含む

59%
41%

59%
41%

71%

29%

71%

29%

100%100%

７中末 ８中末

７中末
８中末

世界総生産

７中末 ８中末

８中末７中末

８中末７中末

４９％ ５１％

７５％

２５％

PFTSFT

100%

100%

50% 50%

49% 51%
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中国／アジア地域での現状認識

いち早く「競争力ある生産体質の構築」が出来たことにより

・中国に於いては初となる４種６層の大量生産体制の確立が図れた。

・アジア（タイ）に於いては初めてで唯一の４種６層メーカーとして

スタートがきれた。

・環境規制（ＬＥＶⅡ）をクリア出来る技術力と高品質な商品力で

安定的な供給体制の実現が図れた。

販路拡大のチャンス増大



２００５年３月期 中間決算説明会

問い合わせ先： 事業管理室 栗原義弘
e-mail：yoshihiro_kurihara@yachiyo-ind.co.jp
TEL (04)2954-7331

2004年11月12日
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.yachiyo-ind.co.jp/

（7298）
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